
江戸時代の街道の
にぎわいを今に
― 史跡旧和中散本舗 ―

江
戸
時
代
の
幹
線
道
路
で
あ

る
東
海
道
。
草
津
宿
と
石
部
宿
の

中
間
に
位
置
す
る
六
地
蔵
村
梅
木

は
、
立
場
と
し
て
、
休
息
す
る
旅

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

現
在
、
六
地
蔵
の
街
道
沿
い

に
大
き
な
甍い

ら
かを

誇
る
重
要
文
化
財

大
⻆
家
住
宅
の
主
屋
は
、
道
中
薬

「
和
中
散
」の
製
薬
・
販
売
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。「
和
中
散
」
は
江

戸
時
代
に
胃
腸
薬
と
し
て
全
国
に

知
れ
渡
っ
た
売
薬
で
す
。
街
道
に

面
し
て
広
い
間
口
を
も
つ
み
せ
の

間
に
は
、
製
薬
場
が
あ
り
、
天
保

年
間
に
は
大
き
な
人
車
製
薬
機
で

実
演
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
大

⻆
家
は
和
中
散
販
売
の
商
家
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、「
小
休
み
本
陣
」

と
し
て
諸
大
名
や
公
卿
な
ど
限
ら

れ
た
人
々
へ
の
休
息
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
本
陣
と
し
た
書
院
の

背
後
に
は
庭
園
を
造
り
、
土
蔵
や

茶
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
東
海
道
を
挟
ん
で
た
た
ず
む

隠
居
所
も
ま
た
重
要
文
化
財
。
街

道
に
面
し
て
設
け
ら
れ
た
馬
繋

ぎ
、
井
戸
、
薬
師
堂
は
か
つ
て
の

立
場
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

い
ま
す
。

旧
和
中
散
本
舗
は
、
江
戸
時
代

の
商
家
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
、

産
業
史
、交
通
史
の
遺
跡
と
し
て
、

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大⻆家住宅の西みせには巨大な木製の人車製薬機があります。木製の大輪に
２人が入り歩いて回すと、大きな歯車が勢いよく回り、薬草を粉砕していま
した。江戸時代から現存する製薬機は全国でも唯一のもので、令和5年度に
日本の機械遺産に認定されています。

街道に面したみせの間の「すりあげ戸」を
開けると、開放的な空間が広がります。

問スポーツ・文化振興課 文化財保護係　TEL551-0131 ＦＡＸ551-0149当主　大
おお

⻆
すみ

 淳
あつ

子
こ

さん
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❶庭園

❸薬師堂

❸薬師堂
江戸時代、梅木立場には

数軒の和中散屋があり、そ
れぞれ薬師堂を持っていま
した。

旧和中散本舗では製薬業
を営んだ和中散屋の光景を
今に残しています。

❶庭園（池泉鑑賞式）
書院から鑑賞するように造られた庭園。

国名勝に指定されています。
書院の前には池が、その背後には築山

が築かれます。上段の間から東を見ると
池と松の木の背後に日向山が望めます。
植栽された梅は、早春の庭に彩りを添え
ます。

❷馬繋ぎ
街道に面して建てられ

ています。旅人の馬をつ
ないだ建物で、馬に乗っ
たままでも入れるように、
屋根が高くつくられてい
ます。

❷馬繋ぎと井戸

旧和中散本舗
住所 栗東市六地蔵402
（予約申込制）
TEL552-0971 ＦＡＸ552-0971　
料金 一般500円
　　　小・中学生200円

旧和中散本舗では、市観光協会により
春・秋の2回、特別公開を実施してい
ます。期間中は、予約なしで見学でき
ます。春の公開（5月）では名勝庭園
のサツキやカキツバタが見頃になりま
す。コーヒーの販売もあり、店先の腰
掛で一息つくと、江戸時代の旅人の気
分が味わえます。

詳細情報は
こちら
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